○○町内会防災部　規約（例）

（名称）

第1条　この会は、○○町内会防災部（以下「本部」という。）と称する。

（事務所の所在地）

第２条　本部の所在地は、萩市大字△△××番地　○○公会堂に置く。

（目的）

第３条　本部は、住民の隣保協同の精神に基づく自主的な防災活動を行うことにより、火災、水害、地震、その他の災害（以下「災害等」という。）による被害の防止と軽減を図ることを目的とする。

（事業）

第４条　本部は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)　防災に関する知識の普及

(2)　災害等に対する予防

(3)　災害等の発生時における情報収集・伝達、避難誘導、初期消火などの応急対策

(4)　前号に関する訓練

(5)　資機材などの整備

(6)　その他本部の目的を達成するために必要な事項

（会員）

第５条　本部は、○○町内会（以下「町内会」という。）に加入する世帯をもって構成する。

（役員）

第６条　本部に次の役員を置く。

(1)　部長　　1名

(2)　副部長　1名

(3)　班長　　若干名

(4)　監事　　若干名

２　部長、副部長は、町内会長が指名する。班長及び監事は部長が指名する。

３　役員の任期は1年とする。ただし、再任することができる。

（役員の任期）

第７条　役員は、別に定める防災計画に基づく職務を行う。

（顧問等）

第８条　本部は、事業の実施にあたり専門的なアドバイスを受けるため、顧問又は専門員を設置することができる。

（総会及び役員会）

第９条　総会は、町内会総会と同時に開催する。

２　役員会は部長が招集する。

３　部長は、必要に応じて役員会に役員以外の者の出席を求めることができる。

（防災計画）

第10条　本部は、第４条に定める事業を実施するための防災計画を作成する。

（会費等）

第11条 本部の会費及び運営に要する経費は、町内会からの収入をもって充てる。

（その他）

第12条　この規約に定めのない事項については、役員会で協議して定める。

　　　 附　則　

この規約は、平成　　年　　月　　日から施行する。
【防災部の組織図】


【防災部の活動】

	班
	平常時
	災害時

	情報班
	・パンフレットやチラシの配布
・研修会、説明会等の開催
・緊急連絡表の作成

・情報連絡方法の研究と情報伝達訓練の実施
	・緊急連絡表による安否確認

・町内住民への災害情報の伝達

・避難所における災害情報の伝達
・官公署との連絡
・デマの防止

	消火班
	・各家庭の火災予防の普及
・初期消火の協力体制づくりと消火訓練の実施
・街頭消火器などの保管管理
	・各家庭における火の始末の徹底
・初期的火災の消火活動

	救出救護班
	・応急手当ての方法と救出救護訓練の実施　
・応急資器材などの保守管理
・各世帯へ救急箱の保有指導

・応急手当講習会の開催
	・負傷者の応急援護

・医療機関への連絡

	避難誘導班
	・避難路の確認調査
・自力で避難困難な者の把握

・避難訓練
・町内の警備防犯対策
	・避難誘導
・危険箇所の警戒
・町内の警備

	調達班
	・防災物資のあっせん
・救助物資配分体制づくり
・訓練等の機材物資調達
・各世帯へ備蓄の徹底

・飲料水が確保できる場所の把握

・炊き出し計画の立案
	・救助物資の配分
・炊き出し
・飲料水の確保
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